
LCLS衝突点付近の分散関数

• 衝突点(IP)で(βx,βy)=(0.01m, 0.03m)となっている
temporalなopticsで計算

• 4連Qの前でηxとη’xがnon-zeroのケース
• ηx=0.01m → ηx = 4e-4 [m]@IP
• η’x=0.01 → ηx = 1.6e-3 [m]@IP

• これまでの測定結果では第1アーク出口でη’xは
0.02程度なので、ηx@IPは数mm程度か。エネル
ギー変化0.1%で数umの位置変化。

IP

ηx=0.01m η’x=0.01


	LCLS衝突点付近の分散関数

